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一巻頭言一
前 例 に 流 され な い 学 科 長 の お 仕 事 
Whatisadirector?

今年 の4月 に保健 学科長 を拝命 して、8カ 月 がたちま した。看護 学専攻出身の学科長 は荻 野先生
以来4年 ぶ りです。学科長 になって か ら、99%の ス トレス と1%の 癒 しの中で過 ごしています。一
方 で、 自分 か ら見 え る様 々な景色 も変わ ってきま した。 この巻頭言 では、学科長 とい う立揚 にな
ってか ら見 えてきた保健 学科 と看護 学専攻 の実情 と問題点 を書かせ ていただきます。
学科長 の仕事 でまず重 要な ことは、皆様方 か らの ご希望 と苦情 ・不満 の受付 です。皆様 もお気
づ きで しょ うが、多 くの保健 学科 の運 営方針 が理 由も定 かで ない前例踏襲 とい う形で決ま って い
ま した。皆様方 か ら改善 の ご希 望や 苦情 が持 ち込まれて きま して も、制度や規約が存在 しないた
めに、 的確 な判断が 下せ ない ことがあ ります。古い 医療現場で も、前例 を踏襲す ることで病 院内
の運営 をス ムー ズに し、 内部 での混乱 を出来 るだ け発生 させない よ うにす る知恵があ りま した。
ち ょうど、 このシステ ムに似 た状態 が保 健学科 にも温存 されています。 しか し、 このシステ ムで
の運営 では、十分 な情報公 開がな され ません。大阪大学は国立大学法人 と して巨額 の税金 で運 営
されています。今後 、適切 な情報公 開がで きな けれ ば、国民か らの信頼 を得 ることはできず 、適
切 な情報公 開 あって の我 々であるこ とを肝 に銘 ず る必要があ ると思 います。 大阪大学 医学部保健
学科 は平成5年 の開学以来17年 目を迎 えてい ます。 こ こで も う一度 、初心 に立 ち返 り、保健 学科
の教 育 ・研 究 ・社 会貢献の活動 を正確 にかつ適 時に、公 開す るこ とが必要 です。教育で はまず 、
学部 ・大学院入試 の全ての受験生 に公平 な入 学試験 を提供 し、我 々が必要 とす る人材 を適切 に選
抜す る制度 を作 るこ とが喫緊 の課題です。 さらに学部教 育では、社会 のニー ズに適応 した医療 人
や社会 人 を教育す る為の システ ムを、時代 の変化 に即応 して、常時 、改善 してい く必要があ りま
す。そ して これ らの改善 はただ ちに公 開 し、世間の評価 を受 ける必要があ ります。一方研 究では、
教員 だ けではな く、職員 や大学院生が一体 となって新 しい看護学領域 の研 究 を進 めてい く責任 が
我 々にはあ ると思います 。その発表の場 としての、大 阪大学看護 学雑誌の重要性はます ます 増大
してい くと思います。 そのた めには、大 阪大学看護学雑誌 の学内誌 としての位 置づ けか ら、一段
上 の学術雑誌 と しての発 展型 を考 えてい くことも必要 です。 さらに、社会貢献活動 の発表の場 と
して この雑誌 を活用 す ることや、大阪大学 医学部付属病院 との交流 のツール と して も重要 になっ
てきます。
もち ろん、昨今 の厳 しい経済状況や人員不足 を十分 に考慮 しな ければい けませんが、大 阪大学
看護学雑誌 が大阪大 学で看護 学 に関わっ てい る方々 の研究 ・実践活動 を発表す る場 として今後 、
発展 してい くことを期待 しています。
大阪大学大学院医学系研 究科保健学 専攻
統合保健看 護科 学分野 生命 育成看護科学講座
大 橋 一 友
一i一
